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風呂文化と沐浴文化
―	現代の日本と中国の「公衆浴場」を比較して	―
杜　　　魯　華　
はじめに
　本論では、現代の日本と中国の公衆浴場からみる清潔観や快楽観、およ
び地域社会や家族における人間関係の変容などを通して、「日本の風呂文
化」と「中国の沐浴文化」における類似点と相違点を明らかにしたい。
　「風呂」は日本の伝統的な文化として、世界中でよく知られている。「風呂」
とは「入浴のための設備や場所」であるが、日本人は古くから自宅で、ま
たは銭湯で入浴料を払って風呂を利用し、それにまつわる独自の「風呂文
化」も育んできた。一方、中国の場合、水の少ない地域では一生のうち生
まれた時と結婚の時、そして死んだ時の 3回しか入浴しないといわれてい
る。しかし、水が豊富なところでは毎日のように沐浴する習慣がある。入
浴回数の多いか少ないかは別にして、中国にも独自の「沐浴文化」がある。
本論では、日本における「風呂文化」と中国における「沐浴文化」につい
て、現地調査の結果をもとに述べていきたい。
　中国文化の中で生活してきた筆者は日本の「銭湯」（中国では公共浴室
という）にはじめて入った時、不思議に思うことがいろいろあった。まずは、
日本の銭湯ののれんに「湯」という文字が書かれていることである。なぜ
なら、中国語で「湯」とは汁物を意味するからである。他にも、男女の浴
室の間の仕切りが天井までに届いておらず、中国の女性浴室にはシャワー
しかないのに、日本の銭湯の女性浴室には浴槽がある。さらに日本では浴
室に入ったときまず「かけ湯」をし、熱い浴槽に浸かって「ほっ」とした
表情をする。中国人とは異なる日本の風呂での利用者の仕草などに興味を
持ち、筆者は調査をはじめたのである。
　本稿は、2012 年 4 月から 2013 年 11 月までの約 1年半の間に実施した
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